
資料-2

　建物仕様は屋根仕様と関連しています。
　建物仕様より重い屋根仕様を選ぶとエラーがでます。

（例）エラーがでる場合
建物仕様：軽い建物　→　屋根仕様：桟瓦葺屋根

・入力時には青文字部分をクリックすると説明がでますので参考にしてください。

※通常「軽い建物」である場合は「石綿スレート屋根」または「鉄板屋根」である
ので、それより重い屋根を選択すると一般事項の入力を完了したときにＯＫボタン
を押すとエラーがでます。

ただ、壁仕様には関連しておらず軽い建物で土塗り壁（外壁、内壁とも）を選んで
もエラーはでません。

一般診断法補足資料
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該当するものがあれば存在点数にチェック入れます

2.劣化度

劣化度の入力においては「部位」「材料、部材等」の欄に該当するものがあれば存在点数にチェッ
クを入れます。

通常の建物ですと屋根葺き材・樋・外壁仕上げ・内壁・床はありますので存在点数は最低19点以上
にります。

建物により、露出した躯体・バルコニーがある場合は存在点数にチェックを入れてください。

築10年 築10年

未満 以上

変退色、さび、さび穴、ずれ、めくれがある

割れ、欠け、ずれ、欠落がある

変退色、さび、割れ、ずれ、欠落がある

変退色、さび、割れ、ずれ、欠落がある

水浸み痕、こけ、割れ、抜け節、ずれ、腐朽がある

こけ、割れ、ずれ、欠落、シール切れがある

変退色、さび、さび穴、ずれ、めくれ、目地空き、シール切れがある

こけ、０．３㎜以上の亀裂、剥落がある。

水浸み痕、こけ、腐朽、蟻道、蟻害がある

水浸み痕、こけ、割れ、抜け節、ずれ、腐朽がある

こけ、割れ、ずれ、欠落、シール切れがある

変退色、さび、さび穴、ずれ、めくれ、目地空き、シール切れがある

外壁面との接合部に亀裂、隙間、緩み、シール切れ・剥離がある

壁面を伝って流れている、または排水の仕組みがない

一般室 水浸み痕、はがれ、亀裂、カビがある

目地の亀裂、タイルの割れがある

水浸み痕、変色、亀裂、カビ、腐朽、蟻害がある

傾斜、過度の振動、床鳴りがある

傾斜、過度の振動、床鳴りがある

床下 基礎の亀裂や床下部材に腐朽、蟻道、蟻害がある。

内壁、窓下
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該当するものがあれば存在点数にチェック入れます

外周入力においてスタート地点を左クリックし、そのままドラッグして線分を引きます。
左ボタンを解除した点が最初の頂点になります。

折れ点では左クリックをし、外周面が完成した場合には「ＥＳＣ」キーを押します。

壁仕様入力
　・不明な壁
　　不明な壁は外面・芯・外面の全てを不明にした場合に壁倍率が1.96となります。

　・壁仕様が4種類以上になる場合

・入力する最小長さ
筋違い・・・90㎝以上

3.外周入力

4.壁入力

　　プログラムでは3種類までしか壁仕様が入力できません。4種類以上になる場合は「50.
その他（別添仕様）」を選択し、直接壁倍率を入力してください。

築10年 築10年

未満 以上

変退色、さび、さび穴、ずれ、めくれがある

割れ、欠け、ずれ、欠落がある

変退色、さび、割れ、ずれ、欠落がある

変退色、さび、割れ、ずれ、欠落がある

水浸み痕、こけ、割れ、抜け節、ずれ、腐朽がある

こけ、割れ、ずれ、欠落、シール切れがある

変退色、さび、さび穴、ずれ、めくれ、目地空き、シール切れがある

こけ、０．３㎜以上の亀裂、剥落がある。

水浸み痕、こけ、腐朽、蟻道、蟻害がある

水浸み痕、こけ、割れ、抜け節、ずれ、腐朽がある

こけ、割れ、ずれ、欠落、シール切れがある

変退色、さび、さび穴、ずれ、めくれ、目地空き、シール切れがある

外壁面との接合部に亀裂、隙間、緩み、シール切れ・剥離がある

壁面を伝って流れている、または排水の仕組みがない

一般室 水浸み痕、はがれ、亀裂、カビがある

目地の亀裂、タイルの割れがある

水浸み痕、変色、亀裂、カビ、腐朽、蟻害がある

傾斜、過度の振動、床鳴りがある

傾斜、過度の振動、床鳴りがある

床下 基礎の亀裂や床下部材に腐朽、蟻道、蟻害がある。

内壁、窓下
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面材  ・・・60㎝以上

　・一度配置した壁は右クリックで「修正」または「削除」が出来ます。

　・斜めに壁を配置する場合

・石膏ボードの壁倍率について
石膏ボード張りＣ＝１．２は上下辺がとまっていないことを考慮した壁強さ倍率で、
全ての石膏ボード張り壁に安全側の数値となっています。
（「木造住宅の耐震診断と補強方法」の質問・回答集　参照）

・斜めに配置された壁の扱い

このような壁の場合はA,BのようにX,Y方向の有効長さでそれぞれ集計されます。

外周線や壁（垂れ壁含む）は斜めに引くこともできます。ただし、頂点（または両
端）はいずれもグリッドの交点上に乗っていなければなりません。
従って、斜め部分については、実際の寸法、位置に壁や柱を配置することが出来な
い場合があります。そのような際は、近くのグリッド交点を用い、できるだけ危険
側に成らないように近似の壁や垂れ壁を配置してください。

A

B
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・「その他の注意事項」欄にはおおまかな改修計画を見据えた総合的な所見を必ず記入してください。

5.総合評価

注意事項の欄には直接文章が
打込めます。

記入欄をクリックするとこのような
画面になりますので、該当する箇所
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①「一般診断法による木造住宅の耐震診断プログラム」における必要耐力算定と充足率算定

・必要耐力算定

2階建ての2階 領域イ　 領域ロ

   2階建ての1階 2階建ての1階

・ 防災協会より必要耐力算定の場合は総2階の建物として1階部分をすべて
2階建ての1階として扱うとの回答を頂いています。

・充足率算定

2階建ての2階

平屋 領域イ　 領域ロ

計算内容について

断面図 平面図

平屋
(接合部は2階建ての1階として扱います)

断面図 平面図

上部に2階部分のかかる領域は、
2階建ての1階として扱います

(接合部も2階建ての1階として扱います)

扱
い
の
食
い
違
い
と
な
る
が
、

安
全
側
と
な
り
ま
す
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②耐力の取扱いの注意点

(例)
下記の条件下で発生する問題

・2階部分が1階より極端に小さい
・2階の配置が偏っている

2階部分

一般診断法による木造住宅の耐震診断プログラムでの算定方法

・実際の建物重量より重い値になります

領域イ 領域ロ 領域イ 領域ロ 領域イ　 領域ロ

領域a

領域b

・総2階として1階部分を扱います ・領域ごとの仕様に分けて扱います ・総2階として1階部分を扱います

実際の状態に近い算定方法例

領域イ　 領域ロ 領域イ 領域ロ

領域a

領域b

・必要耐力算定時
・充足率用必要耐力算定時 すべて領域ごとの仕様に分けて扱います
・接合部耐力低減時

・4分割で2階部分の影響がない領域を平屋と扱います。
・適正な建物重量に近い値になります。
・一般診断法による木造住宅の耐震診断プログラムではこの方法は対応できませんので
　Excel等で算定する事になります。

建物状況

1階部分

接合部耐力低減時

接合部耐力低減時必要耐力算定時

充足率用必要耐力算定時

必要耐力算定時 充足率用必要耐力算定時

2階建ての１階

2階部分

2階建ての１

2階部分

2階建ての１階

平屋

2階部分

2階建ての１階

平屋

2階部分

2階建ての１階

平屋

2階部分
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③接合部・基礎の取り扱い

2004年7月発行「木造住宅の耐震診断と補強方法」
→2階、3階部分では基礎Ⅰの数値を用いる

2005年6月発行「一般診断法による診断の実務」
→建物全体の基礎仕様を2階、3階にも適用
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⑤「一般診断法による木造住宅の耐震診断プログラム」において対応不可な建物仕様

・基礎形式が複数ある場合

(例)

・・・玉石基礎等

基礎の扱いは「一般事項」の入力フォームで指定したものが全体に適用されます。

例として、下記のA,Bのような対応があります。

A:耐力の低い基礎に合わせて全体を統一してプログラム入力
B:基礎の仕様別にExcel等で算定

・2階部分が完全に分離している場合

(例)

2階①と②のように分離していると、2階外周線が1多角形でしか入力できないため、
算定することができません。

このような場合は下図のように2種類に分けて算定する等の方法があります。

布基礎部分

1階部分

2階①

2階②

1階部分

2階②

仮1階部

2階①
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⑥方法2においての方法1との相違点について

・ 方法2では、主要な柱が140㎜以上の伝統的構法で建てられた住宅を対象としています。
（実際に耐力を算定するのは150㎜以上の柱・垂れ壁になります）

・ 方法1では、保有耐力の算定で下図のように、その他の耐震要素の耐力として垂れ壁、
柱の耐力を必要耐力Qrの0.25倍として算定しています

・ 方法2においては、必要耐力Qrの0.25倍を使用せず、径150㎜以上の柱に取り付く
垂れ壁・腰壁の耐力を算定しています。

・ 方法2での垂れ壁とは、基本的に土壁のみの事を指しています。

・ 上記以外の部分は方法1と共通になっています。

方法2での保有耐力算定

方法1での保有耐力算定
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